
高峯の山桜（平沢地区）

平成30年度 予算可決...②
予算に関する大綱質疑...④
議案審議...④
一般質問...⑥
委員会報告...⑧
私のメッセージ...⑩

平成30年度

Sa
kur
agawa City Council

51No.

第１回定例会号

平成30年５月１日

市議会
だより

さ
く
ら
が
わ

当市ホームページの
市議会情報ページへ
アクセスできます。

一般会計予算
189億5,000万円

発
行
：
桜
川
市
議
会　

編
集
：
桜
川
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
９
６-

７
５-

３
１
１
１

〒
３
０
９-

１
２
９
２　

茨
城
県
桜
川
市
岩
瀬
64
番
地
２　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
９
６-

７
５-

６
６
３
３

h
ttp
://w
w
w
.city.sakurag

aw
a.lg
.jp

　

E-m
ail g

ikai_s@
city.sakurag

aw
a.lg
.jp

　国難というのに、この１年の国会
は「モリトモ」に明け暮れた感があ
る。日本を取り巻く東アジア情勢は
再び転換期を迎え、私たちは、自国
の防衛に正面から向き合わざるをえ
ない。また少子化は国を衰退させ、
各分野でリーダーとなる人材が不足
する。優秀な国民が財産の日本だが、
国民の生命財産を守る立場の、国会
の議論のお粗末さは、なんとも頼り
ない。
　ところで先日、真壁の伝建地区で
東京大学の学生さん達と出会った。

聞けば、まちおこし見学に来たとい
う。「地方の現実をよく見ていって
ね」と声をかけた後、つい力が入っ
てしまった。「あなた方は将来の日
本を背負う人たちでしょ。ＩＴや金
融に就職する人がふえているらしい
けど、ぜひ、官僚や政治家を目指し
てください」。
　私たち市議会議員
は、国民に一番近い所
にいる。その生の声を
力に、微力ながら時代
の変化に挑んでいきたい。

 ２月

20 日  議会全員協議会
21 日  文教厚生常任委員会
23 日  総務常任委員会・
  建設経済常任委員会
28 日  議会運営委員会・
  議会全員協議会

 ３月

６～ 16 日 第１回定例会
 ８日  議会広報特別委員会
 ９日  議会運営委員会・
  議会全員協議会
12 日  ３合同常任委員会

 ４月

18 日  議会広報特別委員会
23 日  議会広報特別委員会

議会日誌編集後記
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議会広報特別委員会
委員長 菊池　伸浩　　副委員長 谷田部由則
委　員 林　　悦子　　委　員 小高　友徳
委　員 市村　　香　　委　員 大山　和則
発行責任者　議　長 　高田　重雄

　次の定例会は

６月12日（火）
10時開会予定です。
みなさまの傍聴を
お待ちしています


